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動物用医薬品 指定 使用基準劇

合成鎮痙剤

現場のニーズに応え復活販売

沢山のご
要望を

いただき
ました

現場のニーズに応え、
プリフィニウム臭化物製剤が復活！
全国の獣医師より、プリフィニウム臭化物製剤復活のご要望を頂き、
発売を実現することができました。リケンベッツファーマは今後も現場に
求められる製品開発を進めてまいります。

合成鎮痙剤でスムーズな直腸膣法を実現！
内臓平滑筋の運動を抑えることでお腹の緊張・痙攣を抑制します。牛の受精卵移植（Embryo Transfer：
ET）では、パドリニウム注を前処置（直腸の緊張緩解）として使用することでスムーズな直腸膣法を実施する
ことができます。また、消化器疾患や尿石症に伴う疼痛の緩解にも使用することができます。

20mL バイアルで利便性が高い！
従来品はアンプル品でしたが、パドリニウム注は20ｍLバイアルを採用しました。
1回で使い切る必要がないため、子牛から成牛まで、幅広い投与量に柔軟に対応できます。

20ｍ Lバイア
ルで

　 利便性が
さらにU P！
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動物用医薬品 指定 使用基準劇

合成鎮痙剤
【成分及び分量】

有効成分 含　量
　本品100mL中

プリフィニウム臭化物 0.75g

【効能又は効果】
消化器疾患（第一胃食滞等の前胃疾患、胃腸炎・カタル、
疝痛等の胃腸疾患）に伴う胃腸管の緊張・痙攣、運動機
能亢進及び疼痛の緩解
尿石症に伴う尿路の緊張・痙攣及び疼痛の緩解
胚（受精卵）移植時の前処置（直腸の緊張緩解）

【用法及び用量】
　体重1kg当たり、プリフィニウム臭化物として下記の量を
　1回静脈内に投与する。
　　牛：0.1～0.2mg

牛の体重

【投与量の目安】
　本品として0.025mL/kg

投与量
50kg
100kg
200kg
300kg
400kg
500kg
600kg

1.25mL
2.5mL
5mL
7.5mL
10mL
12.5mL
15mL

【使用上の注意】
（基本的事項）

１．守らなければならないこと
（一般的注意）
・本剤は、効能・効果において定められた目的にのみ使用す
　ること。
・本剤は、定められた用法・用量を厳守すること。
・本剤の使用に当たっては、治療上必要な最小限の期間の
　投与に止めること。
・本剤は、獣医師の指導の下で使用すること。
・本剤は、「使用基準」の定めるところにより使用すること。

・誤用を避け、品質を保持するため、他の容器に入れかえ
　ないこと。
・使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従い処分する
　こと。
・本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注
　意し、地方公共団体条例等に従い処分すること。
・使用済みの注射針は針回収の専用容器に入れること。針
回収用の容器の廃棄は、産業廃棄物収集運搬業及び産業

　廃棄物処分業の許可を有した業者に委託すること。

２．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
・誤って注射された者は、直ちに医師の診察を受けること。
・作業時には、防護メガネ、マスク、手袋等の防護具を着
　用し、眼、鼻、口等に入らないよう注意すること。

（牛に関する注意）
・副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を
　受けること。

（専門的事項）

【薬理学的情報等】

【貯法】室温保存、密封容器

（薬理作用）
臭化プリフィニウムはアトロピン様の副交感神経遮断剤で、
消化器や尿路系の鎮痙作用（平滑筋弛緩作用）を示します。
末梢での副交感神経抑制作用を示しますが、パパベリン様
作用や中枢神経作用は示しません。

【製品情報お問い合わせ先】
リケンベッツファーマ株式会社　梅田工場
TEL　03-5888-6044
Mail: riken@r-vets.jp

（取扱い及び廃棄のための注意）
・本剤は、劇薬であるので適切に保管すること。
・変色が認められた場合には使用しないこと。
・小児の手の届かないところに保管すること。
・本剤の保管は直射日光及び高温を避けること。
・注射器具は滅菌又は煮沸消毒されたものを使用すること。
薬剤により消毒をした器具又は他の薬剤に使用した器具

　は使用しないこと（ガス滅菌によるものを除く。)。なお
乾熱、高圧蒸気滅菌又は煮沸消毒等を行った場合は、室温

　まで冷えたものを使用すること。

①重要な基本的注意
・重篤な心疾患、胃アトニー、腸管アトニーによる便秘症
　を有する患畜には投与しないこと。
・他の副交感神経遮断剤または副交感神経興奮剤との併用
　は避けること。
・寒冷時に大量を静脈内投与する場合には、本剤を体温程
　度に温めること。
・注射速度が速すぎると、まれにショック症状が現れるこ
とがあるので、注射速度はできるだけ遅くし、異常な徴

　候が現れたらすぐ投与を中止し、適切な処置をとること。
②副作用
・本剤の投与により、ときに嚥下困難、飲水逆流、露舌、
食欲不振、倦怠感、鼻鏡乾燥及び軟便等の症状が現れる
ことがある。このような症状が現れた場合には投与を中

　止すること。
③過量投与
・幼若動物、発熱及び肝臓・腎臓の機能障害を有する患畜
では過量投与にならないように注意すること。誤って過
量投与により呼吸抑制等の症状が現れた場合、ネオスチ
グミン等の副交感神経興奮剤含有製剤を投与することが

　有用である。

注意：

牛：食用に供するためにと殺する前21日間

本剤は医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全
性の確保等に関する法律第83条の4の規定に基づ
き上記の用法及び用量を含めて使用者が遵守すべ
き基準が定められた動物用医薬品ですので、使用
対象動物（牛）について上記の用法及び用量並びに
次の使用禁止期間を遵守してください。

牛：


